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１．目 的

トマト青枯病およびかいよう病の簡便な診断法を開発し、それぞれの細菌病に対応した防除

対策を確立する。

２．方 法

両細菌病の診断法として、１）選択培地による診断、２） PCR による診断、について検討した。
青枯病体策として、３）抵抗性台木の評価、４）土壌消毒の効果、について検討した。

かいよう病対策として、５）種子消毒、６）薬剤の茎葉散布、７）土壌消毒の効果、について検討

した。

３．成果の概要

１）病徴として、青枯病は日中に上位葉から萎れが生じた後、急激に株全体が萎れる症状、かい

よう病は下位葉が巻き上がり黒褐色に枯れていく症状、が特徴である。選択培地として、青枯病

には原・小野培地、かいよう病には SMCMM 培地を用いて、罹病茎切断面を培地平板に押し

つけるスタンプ法により、青枯病では白色で流動性のあるコロニー、かいよう病では黄色の平滑

なコロニーが出現することが確認される。コロニーの性状および病徴の観察により、両細菌病の

診断が可能だった。なお、スタンプ法は地際部もしくは維管束褐変が確認される部位で行い、

切断前に表皮の汚れや水分をふき取り、カッターナイフも消毒するなど雑菌の混入を防ぐことが

大切である。

２）スタンプ法で出現した青枯病菌とかいよう病菌のコロニーは、 PCR により判別可能である。
３）供試した青枯病抵抗性台木 9 品種は室内・圃場でともに抵抗性を示し、接ぎ木後の穂木品種
の生育、果実品質等も問題が無かった（表 1 ）。特に「 B バリア」、「 PFNT1 号」、「 PFNT2 号」の
抵抗性は安定していた。

４）青枯病対策の土壌消毒法を検討した。太陽熱消毒では青枯病菌の菌量低下が認められず、

糖蜜還元消毒は菌量の低下はみられたが圃場内でムラがあり、防除効果も不安定であった。米

糠を 2t/10a 投下し、深耕ロータリで混和する深耕還元消毒は 40cm 深まで青枯病菌菌量を検出
限界以下に低下させ、抵抗性台木と組み合わせることにより防除効果も安定した（表 2 ）。また、
この組み合わせによる発病抑制効果は、 1 作目の発病が認められなければ 2 作期間持続し
た。ただし、透排水性不良の圃場では深耕還元消毒を行っても十分な防除効果が得られなか

った（表 2 ）。
５）かいよう病汚染トマト種子の消毒には、消毒効果と発芽率への影響を考慮して、 55 ℃・ 25 分
あるいは 54℃・ 40分の温湯消毒が有効である（表 3 ）。
６）カスガマイシン・銅水和剤 1000 倍液の茎葉散布は、トマトかいよう病に対して防除効果が認め
られた。発病後の、葉の接触や管理作業による拡大防止に有効と考えられた。

７）かいよう病対策の土壌消毒法として、通常の太陽熱消毒、石灰窒素と稲わらの混和は行わず

深耕ロータリで耕起してから灌水する深耕簡易太陽熱消毒は、 40cm 深部分で 30 ℃以上の地
温が 1 ヶ月程度確保されるとかいよう病菌の減少効果がみられた。熱水消毒の防除効果は高か
った。深耕還元消毒の効果は明確ではなかった。

８）両細菌病の診断と防除の手順を図 1 に示した。



４．成果の活用面と留意点

１）トマト青枯病およびかいよう病の防除対策として活用する。

２）青枯病抵抗性台木は他の病害抵抗性や穂木品種との親和性などを確認して使用する。

３）深耕還元消毒は、従来の還元消毒の実施時期・期間を基本とする。また、消毒後は土壌中に

アンモニア態窒素が増加するので、トマト栽培前にアンモニア態窒素の測定も含めた土壌診

断により減肥を行うとともに、ハウス夏秋取りトマトの窒素栄養診断法（平成 13 年普及奨励技
術）などを活用して栽培管理を行う。

４）かいよう病対策として温湯種子消毒を行うと、 3～ 5日の発芽遅延がみられる。

５．残された問題とその対応

１）青枯病が多発する土壌条件の解明

２）低温期における還元消毒の処理条件

３）かいよう病に対する還元消毒の効果確認

表1.　青枯病抵抗性台木の特性まとめ

茎長b) 茎径c) 総収量 良果収量 良果 Brixd)

(cm) (mm) (kg/a) (kg/a) １果重(g) (%)
PFNT1号 ◎ 200 15.4 1090 763 163 5.4
PFNT2号 ◎ 201 15.8 1118 708 161 5.4
Ｂバリア ◎ 203 14.9 1072 714 159 5.6
ベスパ ○ 204 15.6 1116 719 166 5.5
スーパー良縁 ○ 199 15.1 1040 682 164 5.5
がんばる根 ○ 201 14.6 1047 683 157 5.6
新メイト ○ 204 14.6 1028 630 160 5.5
助人 □ 203 15.2 1034 662 162 5.5
マグネット □ 201 15.3 1059 658 159 5.5
自根（ハウス桃太郎） × 200 14.2 1065 661 163 5.4

a)◎：非常に強い、○：強い、□：強いが不安定、×：弱い
b)摘心位までの茎長、c)１～７段果房直下の茎径平均、d)1、3、5段果房の平均

品種名

青枯病
抵抗性

評価a)

穂木への影響

表3. 温湯種籾消毒機による種子消毒の効果

54 ℃ 40 分 0.0 98.3

55 ℃ 25 分 0.0 92.7

55 ℃ 40 分 0.0 65.6

56 ℃ 20 分 0.0 83.3

12.8 99.0

*：かいよう病汚染種子での試験

**：市販種子での試験

無処理

処理区
かいよう病菌
分離率(%)*

発芽率
(%)**

図1. トマト青枯病およびかいよう病の診断法と防除対策

A ○ 0.0 0.0

B ◎ 68.0 一部自根から発病

山側： 63.3

谷側： 6.7

D △ 52.0

E △ 0.0

F ○ 0.0

G ◎ 0.0 3.3

H ◎ 0.0

I ◎ 0.0

J ◎ 6.5 圃場の透排水性悪い

△

表2. 還元消毒の青枯病菌に対する効果

1作目 2作目

*；◎：全層検出限界以下、○：一部に残存、△：効果にムラ、×：効果無し

備考

糖蜜

深耕

処理 圃場
処理後の
菌密度*

発病株率(%)

C

かいよう
病

青枯病

深耕還元消毒と抵抗性台木
米糠2t/10a
40cmまで深耕
灌水150mm

「ベスパ」・「Bバリア」など

トマトに萎凋性の細菌病が発生！
病徴をよく観察する

熱水・太陽熱・深耕簡易太陽熱消毒
太陽熱・深耕簡易太陽熱消毒は
40cm深部分が１ヶ月程度30℃以上

になるように実施

カスガマイシン・銅水和剤
1000倍液の茎葉散布

拡大防止のため管理作業にも注意

選択培地を用いたスタンプ法で診断
維管束褐変の激しい部位を切断後すみや

かに押しつける

SMCMM培地で黄色
平滑のコロニー

原・小野培地で白色
流動性のコロニー

発生株はできるだけ早く抜き取る

次作に向けて

次作に向けて

発生株はできるだけ早く抜き取る


